平成23年度　第4回 産業医部会 幹事会議事録
日　時：平成24年1月13日（金）14：00～17：00
場　所：公衆衛生協会ビル3階会議室
出席者：広瀬　俊雄（部会長）、斉藤　政彦（副部会長）、伊藤　正人、彌富　美奈子、色川　俊也、
織田　進、小田原　努、佐藤　広和、杉原　由紀、寺澤　哲郎、谷山　佳津子、中平　浩人、
中西　一郎、中屋　重直、服部　真、福本　正勝、森口　次郎、宮本　俊明、山本　真二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計19名
欠席者：岩田　全充、宇土　博、加藤　憲忠、佐藤　修二、昇　淳一郎　　　　　　　　　　計 5 名
（五十音順：敬称略）
議題：
審議事項
1． 改正労働安全衛生法に対する当部会の見解表明について
　　　　広瀬部会長より、9項目のストレス検査を盛り込む労働安全衛生法改正の動きに関し、現段階では同改正案が国会に上程されており、本学会から立法府に対して同改正案に関する意見書を出す方向で調整中であること、今回の幹事会翌週の1月18日に本学会理事会関連で基本問題検討委員会が開催され、本学会としての対応の方向性が協議される予定であることが報告された。
また、配布資料（労働安全衛生法改定案に対する当部会意見書案）を元に審議を行い、出席幹事から、当部会が専門職の団体として同改正案に対する確固とした意見を発信することは重要であるとの意見、廃案を求めるよりは運用面での柔軟性を求めていくことが妥当であるとの意見、当部会意見書が誤解を招かないように留意する必要があることについて等の意見が出された。さらに、同改正案で想定される手続きの中で、労働者本人の同意を得る手順等の煩雑性に関する指摘もあった。出席幹事からのこれらの指摘を受け、先述の基本問題検討委員会（1月18日開催予定）への本意見書の提出に向け、同意見書案は、①です、ます調にする、②「労働者の為に」の視点からの表現にする、③項目の順番を変更する、とした若干の修正を斉藤副部会長(幹事会座長)および宮本幹事(本件担当役員)にて行い、役員会にて(メールにて)最終確認後、当部会の見解として理事長へ提出する旨、申合わせが行われた。
２．平成23年度事業報告、平成24年度事業計画案について

　　　　広瀬部会長より平成23年度事業報告および平成24年度事業計画案の提示があり、特に異議なく原案通り承認された。
３．部会報について
　斉藤副部会長より、部会報第45号（平成24年3月号）の編集状況および発送予定時期について報告があった。
４．部会事務局運営体制について

　　　　斉藤副部会長より、部会名簿管理等の業務委託が外部に行われていたが、平成24年度より学会本部内に部会事務局を移転させることが平成23年度第4回理事会で承認されており、現在調整中であること、また、これに伴い学会本部に新たに事務員が雇用されることについて説明があった。
５．第85回学術集会（名古屋）について

　　　　斉藤副部会長より、配布資料を元に、当部会幹事会は平成24年5月30日（水）13時～15時、学会総会は同15時～17時に開催予定であるとの説明があった。また、当部会に関連の深い企画内容として、5月31日（木）午後に、パネルディスカッション「新たな産業保健の担い手となりうるか？ 外部専門機関構想の理想と現実」を予定しており、当部会から座長として斉藤副部会長、パネリストとして織田幹事および宮本幹事が登壇予定であるとの説明があった。
６．産業医フォーラムについて

　　　　斉藤副部会長より、第85回学術集会最終日の6月2日（土）午後に、当部会フォーラムおよび部会総会を開催予定であること、また、同フォーラムの中で、先の産業医敗訴事件関連で高木道久弁護士による基調講演とともに専属産業医の立場で河津雄一郎氏および嘱託産業医の立場で江嵜高史から、それぞれ事例発表が行われる旨、説明があった。
７．第21回全国協議会（福岡）について

　　　　織田幹事（企画運営委員長）より、開催結果概要について説明が行われるとともに、関係者への謝意が表明された。
８．第22回全国協議会（東京）について

　　　　福本幹事（企画運営委員長）より、会期を平成24年11月22日（木）～24日（土）とし、メインテーマを「産業保健と危機管理〜どう備え、どう動くか〜」、会場を東京工科大学蒲田キャンパスとして準備中であること、また、厚生労働省課長等による基調講演を企画中であることおよび、11月24日（土）に部会合同企画を検討中であること等について報告があった。
９．合同セミナーについて
　　　　佐藤広和幹事より、合同セミナーの実地研修先として東京都大田区周辺で選定を進め、平成24年11月22日（第22回全国協議会）に開催予定であるとの説明があった。

　　　　また、四部会合同セミナーCD-ROM教材に関し、現在、在庫切れの状態となっており、若干の修正を加えた上で増刷を行う予定であるとの報告があった。
１０．リレーワークショップについて

　　　　佐藤広和幹事より、平成23年11月25日（第21回全国協議会）に「産業保健職の連携（地域の公的関係機関との連携）」をテーマに開催され、61名の参加を得たとの報告があった。次回については医療機関との連携をテーマとし、メンタルヘルス関連およびリハビリ等での連携を模索する内容で企画する方針について説明があった。
１１．部会ホームページについて

　　　　福本幹事より、同ホームページに関する課題および今後の方針等について取りまとめ中であることおよび、各地方部会行事を随時掲載する方針であることについて説明があった。
１２．部会入会申込関係書類について

　　　　斉藤副部会長より、学会ホームページからダウンロードして使用する学会入会申込書の中にある部会入会選択欄に関して、当部会および産業看護部会では通信費納入を要すること、および、保有資格とは無関係に任意選択可能であることを記載したものに変更される旨、報告があった。

１３．次々回幹事会について

広瀬部会長より、次々回（平成24年度第1回）幹事会を、平成24年8月31日（金）に東京都内で開催する方向で調整を行うとの説明があった。
　　以上







